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　平成１７年度一般会計の歳入は、前年度比８．５％
減の２８億４，１９６万円となり、このうち国からの地
方交付税が全体の約４０％を占め、町民の方々から
直接負担していただいている町税や施設使用料な
どの収入は約１７％と、依然として国または北海道
からの交付金等に大きく依存している財政状況と
なっています。

����
　町税などの財源の使い道は、次のとおりです。
□公債費～過去に事業を行うために借り入れたお
　金の返済金です。
□諸費～主に職員の人件費です。
□土木費～駒ヶ岳砂防ダムの建設工事を行ったほ
　か、公営住宅の屋根改修や解体工事を実施しま
　した。
□民生費～各種健診・検診を実施するなど、住民
　の健康推進に努めました。
□総務費～国道バイパスの建設により、老人いこ
　いの家を建て替える必要があるため、設計委託
　を実施しました。
□教育費～小学校の廊下壁面改修や下足棚改修、
　中学校の家庭科室給湯設備改修、幼稚園通園路
　歩道工事など教育施設の整備充実を図りました。
□衛生費～渡島廃棄物広域連合負担金やゴミ収集
　及びペットボトル処理業務など、健康で快適な
　環境の確保に努めました。
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歳出歳入会計名

６億７，５５８万円６億６，９７７万円国民健康保険

５億　９９４万円５億１，８７３万円老人保健

１億９，４１６万円２億　５９９万円介護保険事業

支出収入

１億９，３９１万円２億２，３０７万円収益的収支

８，２８８万円０万円資本的収支
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老人いこいの家源泉清掃委託�����　本別中央会館管理委託����������������������� � �
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『現在のところ一時借入金なし』
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内
容
は
、　

月
１
日
か
ら
鹿

１０

部
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
役
場
庁
舎
内
に
設
置
す
る
こ

と
か
ら
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
全
て
の
業
務
に
対
応
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
一
極

化
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
効
率

的
で
あ
る
た
め
、
鹿
部
町
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

を
廃
止
し
た
も
の
で
す
。
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内
容
は
、「
鹿
部
町
公
の
施

設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
」
に

よ
り
、
当
該
施
設
の
管
理
を
指

定
管
理
者
に
行
わ
せ
る
よ
う
改

正
し
た
も
の
で
す
。

　

尚
、
こ
の
条
例
は
公
布
の
日

か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
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内
容
は
、
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
６
月

　

日
に
公
布
さ
れ
、
出
産
育
児

２１一
時
金
の
支
給
額
を
現
行
の　
３０
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地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

７
月　

日
付
け
で
専
決
処
分
し

１９

た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
中
学
校
渡
島
支
庁

大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
個
人
戦
に

お
い
て
中
学
３
年
生
の
選
手
が

４
位
と
な
り
、
全
道
大
会
出
場

権
を
獲
得
し
た
こ
と
か
ら
、
引

率
者
も
含
め
た
経
費
、　

万
円

１５

を
追
加
し
た
も
の
で
す
。

�
�
��
�
�
�
	


�
�


��

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

８
月　

日
付
で
専
決
処
分
し

１４

た
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
平
成　

年
９
月
の

１６

台
風　

号
に
よ
り
被
害
を
受
け

１８

た
森
林
に
つ
い
て
激
甚
災
害
指

定
を
受
け
事
業
を
進
め
お
り
ま

し
た
が
、
雪
解
け
後
現
地
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
被
害
木
整

理
を
必
要
と
す
る
約
７
。　

ヘ
８８

ク
タ
ー
ル
の
箇
所
が
発
見
さ
れ
、

早
急
に
行
う
こ
と
で
風
倒
木
を

パ
ル
プ
材
と
し
て
出
荷
で
き
る

こ
と
か
ら
、
工
事
請
負
費
、
９

百　

万
１
千
円
を
追
加
し
た
も

２９
の
で
す
。

万
円
か
ら
５
万
円
引
き
上
げ
て

　

万
円
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
の

３５で
、
平
成　

年　

月
１
日
以
降

１８

１０

に
出
産
し
た
者
か
ら
適
用
す
る

も
の
で
す
。
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内
容
は
、
健
康
保
険
法
の
改

正
に
伴
い
本
条
例
の
「
標
準
負

担
額
」
と
い
う
文
言
を
「
食
事

療
養
標
準
負
担
額
」
に
改
め
た

も
の
で
す
。

　

尚
、
こ
の
条
例
は
平
成　

年
１８

　

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

１０
�
�
�
�
�
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内
容
は
、
本
条
例
に
関
係
す

る
法
律
と
し
て
、
健
康
保
険
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
と
、

障
害
者
自
立
支
援
法
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
条
例
の

「
標
準
負
担
額
」
と
い
う
文
言

を
「
食
事
療
養
標
準
負
担
額
」

に
改
め
た
も
の
で
す
。

　

又
、
障
害
者
自
立
支
援
法
関

係
で
は
、
平
成　

年　

月
１
日

１８

１０

か
ら
障
害
児
施
設
を
利
用
す
る

場
合
、
利
用
契
約
制
度
に
な
り

ま
す
が
、
虐
待
及
び
乳
幼
児
の

場
合
等
、
措
置
さ
れ
た
場
合
は

除
く
と
し
た
内
容
の
文
言
を
加

え
る
と
し
た
改
正
で
あ
り
ま
す
。
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内
容
は
、
健
康
保
険
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
定
義

で
の
「
標
準
負
担
額
」
の
改
正

で
、
本
条
例
で
は
「
食
事
療
養

標
準
負
担
額
」
と
「
生
活
療
養

標
準
負
担
額
」
と
し
て
の
文
言

に
よ
り
区
分
す
る
事
と
「
付
加

給
付
」
の
定
義
を
追
加
す
る
も

の
で
す
。

　

又
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の

関
係
で
の
改
正
で
、
乳
幼
児
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
と
同
様
に
、
虐
待
及

び
乳
幼
児
の
場
合
等
、
措
置
さ

れ
た
場
合
は
除
く
と
し
た
内
容

の
文
言
を
加
え
る
と
し
た
改
正

で
す
。
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内
容
は
、
地
方
自
治
法
第
２

４
４
条
の
２
第
３
項
及
び
鹿
部

町
の
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
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理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す

る
条
例
に
よ
り
、
鹿
部
町
老
人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
管

理
を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る

も
の
で
す
。

　

指
定
管
理
者
の
名
称
は
、
社

会
福
祉
法
人
渡
島
福
祉
会
。

　

管
理
を
行
わ
せ
る
期
間
は
、

本
施
設
の
今
後
の
基
本
的
方
針

を
検
討
中
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

当
分
の
間
の
措
置
と
し
て
平
成

　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年

１８

１０

１９

３
月　

日
ま
で
の
半
年
間
で
す
。

３１
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
４
千

４
百　

万
５
千
円
を
追
加
し
予

７０

算
総
額
を
、　

億
８
千
５
百　

２６

１０

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
固
定
資
産
税
過
誤

納
返
還
金
１
千
６
百　

万
円
、

４８

鹿
部
バ
イ
パ
ス
工
事
に
伴
う
鹿

部
公
園
と
憩
い
の
家
周
辺
の
樹

木
等
の
伐
採
や
移
植
、
更
に
は

施
設
の
移
設
工
事
請
負
費
１
千

７
百
１
万
円
の
追
加
が
主
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
５
千

５
百　

万
２
千
円
を
追
加
し
予

７６

算
総
額
を
、
６
億
６
千
３
百　
９１

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

漁
業
系
廃
棄
物
の
処
理
の
実

態
に
つ
い
て
、
最
近
漁
業
者
か

ら
漁
業
資
材
等
の
廃
棄
物
が
非

常
に
多
い
と
聞
い
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
処
理
業
者
が
少
な
く
、

ま
た
処
理
す
る
に
し
て
も
高
額

な
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

個
人
的
に
処
理
す
る
の
に
苦
慮

し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

　

不
法
処
理
を
未
然
に
防
止
す

る
為
に
も
、
そ
の
処
理
の
方
法

に
つ
い
て
、
早
急
に
調
査
し
、

行
政
と
し
て
の
対
応
、
ま
た
指

導
を
い
か
に
実
施
す
る
か
、
町

長
の
考
え
方
を
お
伺
い
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
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竹
ヶ
原
議
員
の
一
般
質
問
に

お
答
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
質
問
の
内
容
は
漁
業
者
が

漁
業
系
資
材
等
を
ど
の
様
に
処

理
を
し
て
い
る
の
か
、
調
査
す

べ
き
と
の
事
と
、
そ
の
実
態
に

よ
っ
て
は
行
政
指
導
を
実
施
す

る
か
と
の
ご
質
問
で
す
が
、
ま

ず
漁
業
系
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、

一
般
廃
棄
物
と
産
業
廃
棄
物
に

分
類
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
一

般
廃
棄
物
も
事
業
活
動
で
あ
る

漁
業
生
産
活
動
に
伴
っ
て
生
じ

た
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
者
は
自
ら
の
責
任
を
持
っ

て
適
正
に
処
理
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
協
同
組
合
に
漁

業
系
産
業
廃
棄
物
の
処
理
指
導

方
法
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し

た
ら
、
平
成　

月
４
月
に
、
町

１２

一
般
廃
棄
物
最
終
処
理
場
が
稼

働
し
て
か
ら
は
、
漁
業
者
に
対

し
近
隣
の
産
業
廃
棄
物
業
者
を

斡
旋
し
、
自
ら
の
責
任
に
お
い

て
処
理
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

今
後
は
町
と
い
た
し
ま
し
て

も
適
正
に
処
理
さ
れ
る
よ
う
、

指
導
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
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内
容
は
、
保
険
者
で
あ
る
地

方
公
共
団
体
の
国
保
財
政
の
安

定
化
を
図
る
た
め
の
事
業
拠
出

金
４
千
９
百
９
万
８
千
円
の
追

加
が
主
で
す
。
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歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
、
１
千

２
百
１
万
３
千
円
を
追
加
し
予

算
総
額
を
、
２
億
２
千
３
百
５

万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
保
険
給
付
費
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
費
６
百
６

５
万
８
千
円
、
国
庫
支
出
金
等

の
過
年
度
分
の
精
算
に
伴
う
償

還
金
５
百　

万
５
千
円
の
追
加

３５

が
主
で
す
。
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満
場
一
致
で
、
小
澤
節
男
氏

（
字
宮
浜
３
５
０
番
地
の　

）、
４０

正
村
正
廣
氏
（
字
宮
浜　

番
地

９４

の
２
）、
松
川
明
弘
氏
（
字
本
別

　

番
地
）
が
再
度
、
任
命
さ
れ

７３ま
し
た
。

　

ス
ム
ー
ズ
に
処
理
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
答
弁
で
す
け
れ
ど
も
、

実
際
、
処
理
業
者
を
探
す
に
は

雲
を
つ
か
む
よ
う
な
話
で
、
あ

っ
た
と
し
て
も
、
高
額
な
処
理

費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
漁

業
者
は
深
刻
な
問
題
と
し
て
悩

ん
で
い
る
。

　

こ
の
問
題
の
指
導
機
関
は
漁

業
協
同
組
合
で
あ
り
ま
す
が
、

漁
民
が
大
変
苦
労
し
て
い
る
と

言
う
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
行

政
側
も
こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決

す
る
た
め
漁
組
と
協
議
し
、
新

た
な
方
策
を
講
じ
て
戴
き
た
い
。
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漁
業
者
自
ら
が
処
理
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
本
来
で
あ
れ
ば
、

漁
業
協
同
組
合
が
、
そ
れ
ら
に

対
応
す
る
よ
う
に
指
導
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
大
き
な
問
題
で
あ
り

ま
す
の
で
今
後
、
啓
発
運
動
等

も
含
め
、
漁
組
と
連
携
を
強
め

て
参
り
ま
す
。
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歳入歳出差引歳　出　総　額歳　入　総　額会　　　　　　　　計

��，���，����，���，���，����，���，���，���一　　般　　会　　計

△���，���，������，���，������，���，���国 民 健 康 保 険

特
別
会
計

�，���，������，���，������，���，���老 人 保 健

��，���，������，���，������，���，���介 護 保 険 事 業

△��，���，����，���，���，����，���，���，���　 小　 　 計　

��，���，�����，���，������，���，���収 益 的 収 支水
道
事
業

会
計

△���，���，�����，���，�����，���資 本 的 収 支
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次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
省
庁
等
へ
提
出
し
ま
し
た
。
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公
園
施
設
等
の
管
理
状
況
に

つ
い
て

�
�
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平
成　

年
７
月　

日

１８

２７

�
�
�
�
�

　

担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
、

現
地
調
査
後
、
質
疑
を
行
っ
た
。
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町
内
に
は
、
２
箇
所
の
公
園

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
鹿
部
公

園
の
面
積
は
４
８
、
７
９
４�
、

ひ
ょ
う
た
ん
沼
公
園
の
面
積
は

４
９
、
０
０
０�
で
開
園
期
間

は
何
れ
も
４
月
〜　

月
ま
で
の

１１

８
ヶ
月
間
で
あ
る
。

　

公
園
施
設
の
管
理
は
、
町
が

嘱
託
職
員
４
名
を
雇
い
、
そ
れ

ぞ
れ
２
名
体
制
で
芝
刈
り
・
草

刈
り
及
び
建
物
等
の
維
持
管
理

を
行
っ
て
い
る
。

　

年
間
の
入
園
者
数
と
維
持
管

理
費
（
人
件
費
・
物
件
費
）
は
、

平
成　

年
度
実
績
で
鹿
部
公
園

１７

が
６
、
３
６
６
人
で
５
百　

万
９５

円
、
ひ
ょ
う
た
ん
沼
公
園
が
５
、

７
８
４
人
の
５
百　

万
４
千
円

２６

と
な
っ
て
い
る
。

　

公
園
は
広
い
面
積
を
有
し
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
緑
地
で
維
持

管
理
費
に
も
多
額
の
費
用
を
要

し
て
い
る
が
、
町
民
の
安
ら
ぎ

と
憩
い
の
場
と
し
て
の
快
適
な

空
間
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

緑
地
の
管
理
状
況
は
、
芝
刈

り
・
草
刈
り
等
を
随
時
実
施
し
、

適
正
な
管
理
に
努
め
て
お
り
、

そ
の
維
持
管
理
と
整
備
状
態
は

管
内
で
も
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
。

　

公
園
内
の
遊
具
・
建
物
等
に

関
し
て
は
、
管
理
人
が
巡
回
し

て
維
持
管
理
を
実
施
し
て
い
る

が
、
老
朽
化
に
伴
う
破
損
箇
所

な
ど
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
危
険
防
止
や
長
期
維
持
の

た
め
に
も
、
定
期
的
な
点
検
と

修
理
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
が

望
ま
れ
る
。
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山
村
広
場
及
び
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
管
理
運
営
と
利
用
状
況

に
つ
い
て

�
�
�
�
�
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平
成　

年
７
月　

日

１８

３１

�
�
�
�
�

　

担
当
課
よ
り
説
明
を
受
け
、

現
地
調
査
後
、
質
疑
を
行
っ
た
。

�
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山
村
広
場
に
は
、
野
球
場
と

新
た
に
整
備
し
た
多
目
的
に
利

用
可
能
な
芝
面
の
グ
ラ
ン
ド
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

　

利
用
期
間
は
４
月
〜　

月
の

１０

７
ヶ
月
間
で
、
利
用
者
数
は
平

成　

年
度
実
績
で
１
、
２
１
８

１７
名
と
な
っ
て
お
り
、
野
球
、
サ

ッ
カ
ー
大
会
等
に
使
用
さ
れ
て

い
る
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は　

ホ
ー

１８

ル
設
置
さ
れ
て
お
り
、
昨
年
度

か
ら
町
外
者
を
有
料
化
し
、
１

日
券
４
０
０
円
、
シ
ー
ズ
ン
券

８
、
０
０
０
円
、
用
具
貸
出
料

金
２
０
０
円
を
徴
収
し
て
い
る
。

　

使
用
期
間
は
４
月
〜　

月
１０

（
７
ヶ
月
）
ま
で
と
な
っ
て
お

り
、　

年
度
の
年
間
利
用
者
数

１７

は
７
、
２
７
０
名
、
平
成　

年
１６

度
は
１
３
、
４
５
４
名
、
比
較

す
る
と
有
料
化
の
影
響
ま
た

コ
ー
ス
の
整
備
状
況
に
よ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
５
、
９
８

４
名
が
減
少
し
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
、
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
管
理
を
専
門
業
者
へ
委

託
し
た
こ
と
に
よ
り
施
肥
、
芝

刈
り
が
適
正
に
実
施
さ
れ
、

コ
ー
ス
状
態
が
良
好
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
４
月
〜
６
月
ま
で

の
３
ヶ
月
間
で
４
、
８
２
７
名

が
利
用
し
て
お
り
、
昨
年
度
を

大
き
く
上
回
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

　

山
村
広
場
及
び
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
維
持
管
理
費（
人
件
費
・

物
件
費
）
は
平
成　

年
度
実
績

１７

で
６
百　

万
８
千
円
と
な
っ
て

４３

い
る
。

　

施
設
内
は
広
い
面
積
を
有
し
、

そ
の
殆
ど
が
緑
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
専
門
業
者
に
よ
る
適
量
な

施
肥
と
適
切
な
芝
刈
り
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
将
来
的
に
良

好
な
緑
地
管
理
が
出
来
る
町
職

員
を
配
置
さ
せ
維
持
管
理
費
の

削
減
に
努
め
ら
れ
た
い
。
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（開催日が近くなりましたら　　　　　　
　　　　　　町防災無線でお知らせ致します。）
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傍聴人名簿に住所と氏名を記入するだけです。
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１７３，１５４２，１４５．４すけそ
４６，１５９，２１８５５，０１３．０たこ
１４，１０４，１８８４９，２４１．１さけ

５１２４．０ます
６，４４８，９１７４１，６６３．３いか
８５９，４９５２，７３３．３かれい

１，０２０，６０２１，５１２．４あぶらこ
５６，７８６１７２．８黒そい

７，９１０，７７９４６，９１８．３ほっけ
４２，９７３１１７．４がや
１６，７６５７１７．８かじか
８６，０６７８０．２ひらめ
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　えりも似西栽培漁業振興推進協議会（函館市旧南茅部町

からえりも町までの太平洋沿岸）では、「マツカワ」（別名

　タカノハ、タンタカ、ブランド名「 王  鰈 」）の種苗（稚
おう ちょう

魚）の放流を行い、資源の回復と増大に取り組んでいます。

　鹿部地区においても、８月２３日（水）に折戸川河口の沖

合から体長約９�の稚魚を２万５千尾放流しました。稚

魚は放流と同時に海底に向かって元気に泳ぎ順調であり

ました。

　資源保護のため、全長３５�未満のマツカワを採捕したと

きは、速やかに海中に放すようご協力お願いします。

　また、他の地区においては、標識をつけたマツカワも放流しておりますので、標識のついた３５�

以上のマツカワを捕ったら、標識をはずし、標識だけを最寄の漁協へ届けてください。

��������	
�	���������������

お問合せ　役場水産経済課　�７－５２９３

����������������

１７２，９８３８，０４７．２さんま
７，７４６２８５．９はたはた
１，６３７３５．０さば
９９９，７６１３，８６８．２福来
６３１，８２７２，０５１．８北寄貝
１４０，４６７９３．９まぐろ
２９，７２９４６２．６たら

６，１０７，６１９４４，４８０．６つぶ
１６２，３２８１１３．５えび
２１，０４７２，８４１．５いわし
１８１，６０７１，９８５．９その他魚類
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盛
田
講
師
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー

を
一
人
ひ
と
り
投
げ
る
フ
ォ
ー

ム
か
ら
指
導
し
子
ど
も
達
は
、

そ
れ
ぞ
れ
言
わ
れ
た
事
を
確
か

め
な
が
ら
練
習
を
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
高
橋
講
師
は
、
内

外
野
手
を
担
当
し
、
内
野
と
外

野
の
ゴ
ロ
の
取
り
方
の
違
い
等

を
教
え
ま
し
た
。
東
瀬
講
師
は
、

小
学
１
年
・
２
年
を
担
当
し
、

ゴ
ロ
の
取
り
方
や
、
取
っ
て
か

ら
投
げ
る
練
習
を
教
え
ま
し
た
。

最
後
に
、
子
ど
も
達
み
ん
な
が

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
指
導
を
高
橋
講

師
か
ら
受
け
、
一
人
ひ
と
り
テ

ィ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
し
ま
し

た
。

　

最
後
に
３
人
の
講
師
に
、
選

手
か
ら
「
ど
う
し
た
ら
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
よ
く
な
り
ま
す

か
？
」
や
「
ど
う
し
た
ら
プ
ロ

野
球
選
手
に
な
れ
る
の
で
す

か
？
」
と
質
問
な
ど
が
だ
さ
れ
、

盛
田
講
師
は
、「
崩
れ
な
い
き

ち
っ
と
し
た
フ
ォ
ー
ム
と
負
け

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
大
事
だ

よ
」
と
回
答
し
、
プ
ロ
野
球
選

手
に
な
る
の
は
、
毎
日
の
練
習

の
積
重
ね
と
人
の
３
倍
４
倍
の

練
習
が
必
要
と
子
ど
も
達
に
説

明
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年　

月
８
日

１８

１０

（
日
）
午
後
１
時
か
ら
、

鹿
部
町
総
合
体
育
館
で
、

当
町
出
身
の
元
プ
ロ
野
球

選
手
盛
田
幸
妃
氏
に
よ
る

野
球
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

講
師
に
は
盛
田
幸
妃
氏

の
ほ
か
に
元
プ
ロ
野
球
選

手
の
高
橋
眞
裕
氏
、
東
瀬

耕
太
郎
氏
を
招
き
、
地
元

鹿
部
ク
ラ
ッ
プ
ー
ズ
を
は

じ
め
約　

名
の
野
球
に
携

６０

わ
る
小
学
生
が
基
礎
・
基

本
の
技
術
を
本
格
的
に
受

け
ま
し
た
。

�������������	
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月　

日
（
日
）　

日
（
日
）、

１０

１５

２２

第
三
回
盛
田
幸
妃
杯
少
年
野
球

大
会
が
山
村
広
場
野
球
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

盛
田
幸
妃
氏
は
、
地
元
に
恩

返
し
を
し
た
い
と
の
要
望
で
本

大
会
が
実
現
し
、
将
来
の
道
産

子
プ
ロ
野
球
選
手
の
育
成
の
一

助
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
は
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
大
会
日
が
雨
で
延

期
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
同

様
、
地
元
鹿
部
ク
ラ
ッ
プ
ー
ズ

を
は
じ
め　

チ
ー
ム
が
集
ま
り

１１

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
に
よ
り
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
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月　

日
（
土
）、
第
二
回
鹿
部
カ
ッ
プ
近
隣
市
町
小
学
生
サ
ッ

１０

１４

カ
ー
交
流
大
会
が
山
村
広
場
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

　

今
年
で
二
回
目
を
迎
え
る
鹿
部
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
大
会
は
昨
年
と

違
い
、
日
本
サ
ッ
カ
ー
協
会
８
人
制
サ
ッ
カ
ー
競
技
規
則
に
よ
り
８

人
制
で
行
わ
れ
、
鹿
部
ジ
ュ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ
を
含
む
８
チ
ー
ム
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
最
後
の
屋
外
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
各
チ
ー
ム
と
も
練

習
の
成
果
を
出
し
、
熱
い
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
、
見
事
苦
戦
を
し
な
が
ら
も
鹿
部
ジ
ュ
ニ
ア
Ｆ
Ｃ
が
初
優
勝
し

ま
し
た
。

�������	
����������������
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順位総失点総得点得失差負分勝勝点スクール浜　分久根別砂　原

３４１－３２０１３×
０－１

×
０－３

○
１－０砂　原

４４０－４３０００×
０－１

×
０－２

×
０－１久根別

１０５５０１２７△
０－０

○
２－０

○
３－０浜　分

２０２２０１２７△
０－０

○
１－０

○
１－０スクール

�����

順位総失点総得点得失差負分勝勝点森東IOFC鹿　部

１２５３０１２７○
３－２

○
２－０

△
０－０鹿　部

４４１－３２１０１×
０－１

×
１－３

△
０－０IOFC

３４３－１２０１３×
０－１

○
３－１

×
０－２東

２３４１１０２６○
１－０

○
１－０

×
２－３森



��������� （１２）

　もりの学校推進事業として、平

成１８年１０月２０日（金）本別学校林

（町有林）を「げんきの森」とし

て、森を育て、森から学ぶなど、

森の中での実体験を通じて、子ど

もたちの「生きる力」を育てるこ

とを目的に子どもたちの森林体験

活動を実施しました。

　活動は、渡島支庁林務課、渡島

東部森づくりセンター職員が森林

教室を開き、現地で、樹木医　館

和夫さんの指導のもと、クルミの

苗木を植樹したり、巣箱を設置し

たりしました。その後、生徒は先

輩達が植樹したトドマツの枝打ち

をし、きれいな森をつくりました。

����������
　小学校では、小学１，２年生が、直接体験を重視した学習活動として、生活科の学習を行っております。
児童が自発的・主体的な活動によって、驚いたり、感動したり、不思議に思ったり、自ら考えたりなどし
て得られる気付きが、学習活動をより深めています。

　今年は、１０月６日（金）に４つのグループにわかれて、消防署や役
場、郵便局、駐在所などを「生活科町探検」として、見たり、聞いた
りしました。
　郵便局に行った子ども達は、「なぜ郵便局のポストは赤いのです
か？」「はがきや手紙にはんこを押してあるのはなぜですか？」など一
人ひとり質問をしたり、はがきにスタン
プを押す体験をしました。
　また、駐在所に行った子ども達も自分
で不思議に思ったことなどを聞いたり、

パトカーに乗せてもらい交通安全の呼びかけを行ったり、初めて見る手錠な
ども触らせてもらうなど、疑問等に思ったことを直接見学・質問し解決する
体験をすることができました。
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予
防
接
種
法
改
正
に
よ
り
、
平
成

　

年
４
月
１
日
か
ら
、
麻
し
ん
と
風

１８し
ん
の
予
防
接
種
は
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
（
Ｍ
Ｒ
）
ワ
ク
チ
ン
で
「
１

期
・
２
期
」
の
２
回
接
種
に
変
更
に

な
り
ま
し
た
が
、
平
成　

年
６
月
２

１８

日
付
で
再
度
予
防
接
種
法
施
行
令
の

一
部
が
改
正
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
さ

ら
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

�
�
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�
�
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こ
れ
ま
で
は
、
以
前
に
麻
し
ん
・

風
し
ん
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た

方
は
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
（
Ｍ
Ｒ
）

ワ
ク
チ
ン
の
２
期
の
対
象
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で

�
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�
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こ
れ
は
、
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
単

独
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
た
方
が
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
の
追
加
接
種
を
行
っ
た
場
合

の
、「
安
全
性
」
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。
２
回
接
種
す
る

こ
と
に
よ
り
、
麻
し
ん
や
風
し
ん
の

免
疫
を
長
期
に
持
続
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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　次の２名のお子さんは、９月２９日（金）に行われた３歳児健診で、むし歯が１本もありませんでした。
これからも、むし歯ができないように頑張りましょう。

字本別　伊藤　心愛ちゃん
（保護者　毅宝さん）
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１
期
：
満
１
歳
〜
２
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

２
期
：
小
学
校
就
学
前
１
年
間
に
あ
た
る
お
子
さ
ん

（
幼
稚
園
・
保
育
園
の
年
長
に
あ
た
る
４
月
１
日
〜
翌
年
小
学

校
入
学
前
の
３
月　

日
ま
で
）

３１

　

平
成　

年
度
の
２
期
対
象
者
：
平
成　

年
４
月
２
日
生
か
ら

１８

１２

　

平
成　

年
４
月
１
日
生
ま
で

１３

　

平
成　

年
度
の
２
期
接
種
期
間
：
平
成　

年
３
月　

日
ま
で

１８

１９

３１

�
�
�
�

　

原
則
と
し
て
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
１
期
・
２

期
に
各
１
回
接
種

�
�
�

①
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
両
方
に
罹
患
し
た
お
子
さ
ん
は
対
象
外

で
す
。

②
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
ど
ち
ら
か
に
罹
患
し
た
お
子
さ
ん
は
罹

患
し
て
い
な
い
方
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
で
の
接
種
が
可
能
で
す
。

　�
�
�
�
�
�
�
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�
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１
期
は
毎
月
１
回
実
施
。

　

２
期
の
集
団
接
種
は
、　

月
と　

月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

１１

１２

※
い
ず
れ
も
、
対
象
の
お
子
さ
ん
に
は
、
個
別
に
通
知
致
し
ま

す
が
、
小
児
科
で
個
別
接
種
を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で

希
望
さ
れ
る
方
は
ご
相
談
下
さ
い
。

字宮浜　齊藤　夕雅くん
（保護者　大介さん）
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９
月　

日
（
土
）
午
前
９
時

３０

か
ら　

分
間
町
内　

箇
所
の
国

３０

１３

道
及
び
道
道
沿
い
に
お
い
て
交

通
安
全
旗
に
よ
り
交
通
安
全
を

通
行
車
に
呼
び
か
け
る
「
町
民

総
ぐ
る
み
交
通
安
全
旗
の
波
運

動
」
が
鹿
部
町
交
通
安
全
推
進

委
員
会
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
各
町
内
会
交

通
安
全
部
長
を
中
心
に
約
２
３

０
名
の
町
民
が
参
加
し
、
行
き

ゆ
く
車
に
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

��������	�
�������������	�
�����

�������	
��������������	
�������

�������	
���������	
��

� � � � � � �

�������	
����

��������	
��
����

�������	
���������

��������	������

�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

渡
島
保
健
所
で
は
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
を
目
的
に
、
七
飯
町
を
モ
デ

ル
地
域
に
「
子
ど
も
健
全
育
成

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

講
演
／
テ
ー
マ
「
心
に
響
く
い

の
ち
の
話
〜
思
春
期
の
性
を
考

え
る
〜
（
仮
）」

講
師
／
日
本
助
産
師
会

北
海
道
支
部
長　

東　

紀
子
氏

日
時
／
平
成　

年　

月　

日

１８

１１

３０

（
木
）　

時
〜　

時　

分

１９

２０

３０

場
所
／
七
飯
町
文
化
セ
ン
タ
ー

※
入
場
は
無
料
で
す
。
お
申
込

み
は　

月　

日
（
月
）
ま
で
に

１１

２７

渡
島
保
健
所
子
ど
も
・
保
健
推

進
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
０
１
３
８
・
４
７
・
９
５
４
８

�
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北
海
道
で
は
、
不
妊
治
療
を

受
け
て
い
る
方
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
な
ど
を
目
的
と
し
て
、

平
成　

年　

月
か
ら
特
定
不
妊

１６

１０

治
療
費
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
か
ら
は

１８

助
成
の
期
間
が
、
こ
れ
ま
で
の

２
年
間
か
ら
５
年
間
に
延
長
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

　

申
請
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
北
海
道
渡
島
保
福
祉
事
務

所
保
健
福
祉
部（
渡
島
保
健
所
）

子
ど
も
・
保
健
推
進
課
子
ど
も

未
来
係
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

�
０
１
３
８
・
４
７
・
９
５
４
６

�
�
�
�
�
�
�
�
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「
た
ん
ぽ
ぽ
資
金
」
は
金
融

機
関
を
窓
口
に
、
北
海
道
信
用

保
証
協
会
の
保
証
付
の
事
業
資

金
を
融
資
す
る
新
し
い
制
度
で
、

２
種
類
の
融
資
を
用
意
し
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
本
資
金
を
ご
利
用
さ

れ
る
場
合
は
、
信
用
保
証
協
会

の
保
証
料
率
が
通
常
よ
り
も　
２０

％
割
引
と
な
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�特

色
／
中
小
企
業
者
を
対
象
に

無
担
保
・
第
三
者
保
証
人
不
要

で
迅
速
に
事
業
資
金
の
借
入
れ

を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
融
資
制

度
で
す
。

融
資
金
額
／
３
、
０
０
０
万
円

以
内

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

特
色
／
こ
れ
ま
で
道
の
融
資
制

度
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ

た
公
益
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
の
事
業
者
に
対
し
て
融
資
す

る
制
度
で
す
。

融
資
金
額
／
８
、
０
０
０
万
円

以
内
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
は
５

０
０
万
円
以
内
）

問
合
せ
／
渡
島
支
庁
産
業
振
興

部
商
工
労
働
観
光
課
商
工
振
興

係
�
０
１
３
８
・
４
７
・
９
４
５
９

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

山
に
入
る
と
き
は
、
次
の
心

構
え
５
か
条
を
確
認
し
、
山
で

の
事
故
等
に
遭
わ
な
い
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

１
。
行
き
先
地
を
必
ず
家
族
等

に
知
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

２
。
単
独
で
の
入
山
は
で
き
る

だ
け
や
め
ま
し
ょ
う
。

３
。
目
立
つ
服
装
等
で
出
か
け

ま
し
ょ
う
。

４
。
通
信
手
段
（
携
帯
電
話
）

や
、
笛
、
ラ
ジ
オ
、
非
常
食
、

テ
ー
プ
、
懐
中
電
灯
等
を
携

行
し
ま
し
ょ
う
。

５
。
迷
っ
た
ら
落
ち
着
い
て
行

動
し
ま
し
ょ
う
。
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　森警察署管内では、９月の刑法発生件数が前年比＋１件と６ヶ月連続で減少していた発生件数が増加傾
向となりました。
　これは、鹿部町における窃盗犯の発生件数が前年比＋３件と大幅に増加したことによるものと思われま
す。
　この増加傾向を抑えるためにも、防犯意識を向上させ「犯罪のないまちづくり」をしていきましょう。

・高齢者の事故防止～夜行反射材の着用を！
・スピードダウン～無理のない運行計画を！
・全員がシートベルト～シートベルトは命綱！
　　後部座席も含めて同乗者全員が着用を！
・飲酒運転追放～飲んだら乗るな！
　　二日酔いでもアルコールの影響が・・・・！

�������	
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窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

７件０件０件２件７件町　内
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物損事故傷者数死者数発生件数

４件２人０人０件町　内
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　平成１９年６月２４日（日）に、天
皇皇后両陛下のご臨席のもと第５８
回全国植樹祭が、北海道苫小牧市
で開催されます。１１月からは、参
加者の一般道民公募も行われます。
　詳しくは、ホームページをご覧
ください。

第５８回全国植樹祭ホームページ
������������	
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・以下の法律により適正処理することとなっていま
すので、ゴミステーションに出してはいけません。
　◎家電リサイクル法
　　　　　⇒　テレビ、冷蔵庫（冷凍庫含む）、
　　　　　　　洗濯機、エアコン
　◎パソコンリサイクル法　⇒　パソコン
　◎自動車リサイクル法　　⇒　自動車
・これらは、それぞれのリサイクルルートにより、
新たな資源となります。

　廃家電や自動車は、法律によりそれぞれ適正処理す
ることになっていますので、町では収集しません。
　これらを排出する際は、購入先または家電販売店等
へご相談ください。（購入先が不明の場合は、役場に
ご相談ください）
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平成１８年９月３０日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，８３３世帯（＋４）
　男　　２，３６２ 人 （＋１１）
　女　　２，４７９ 人 （＋５）
　計　　４，８４１ 人 （＋１６）

●６５歳以上の人口 １，１１０人
　高齢化率　　　　２２．９％
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高　

橋　

テ　

ル
さ
ん

渡　

辺　

亀　

次
さ
ん ��

�
九
八
歳

七
二
歳 �

�鹿
部

宮
浜

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
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柳　

澤　
 
愛 　
 
麗 
ち
ゃ
ん

あ
い 

し
ゃ

滝　

野　
 
聖 　
 
夜 
く
ん

せ
い 

や

松　

本　
　
　
 
崚 
く
ん

り
ょ
う

上　

平　
　
　
 
綾 
ち
ゃ
ん

り
ん

中　

村　
 
飛 　
 
沫 
く
ん

し 

ぶ
き

�
�
�

真　

吾

行　

央

竜　

二

和　

利

武　

彦 �
�鹿

部
宮
浜

宮
浜

本
別

本
別
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�
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（
注
）お
誕
生
、
お
く
や
み
欄
に
つ
い
て
の

掲
載
は
、
役
場
民
生
課
窓
口
で
掲
載
承
諾

を
頂
い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。


